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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 5日 (2007.10.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 又 、 上 記 内 輪 軌 道 ２ の 両 端 部 に は 、 １ 対 の 鍔 ８ 、 ８ を 形 成 し て い る 。 こ の 鍔 ８ 、 ８ 同 士
の 間 隔 は 、 上 記 円 筒 こ ろ ６ の 軸 方 向 （ の 左 右 方 向 ） の 長 さ 寸 法 Ｌ ｒ よ り も 僅 か に 大 き
い 。 従 っ て 上 記 各 円 筒 こ ろ ６ は 、 こ れ ら １ 対 の 鍔 ８ 、 ８ に よ り 軸 方 向 両 側 か ら 挟 ま れ 、 軸
方 向 へ の 変 位 を 防 止 さ れ る 。 又 、 上 記 各 円 筒 こ ろ ６ は 、 転 動 面 ９ と 軸 方 向 両 端 面 １ ０ 、 １
０ と の 間 に 面 取 り 部 １ １ 、 １ １ を 設 け て い る 。 尚 、 上 記 各 鍔 ８ 、 ８ の 軌 道 面 か ら の 高 さ ｈ
｛ ＝ （ 各 鍔 ８ 、 ８ の 外 径 － 内 輪 軌 道 ２ の 外 径 ） ／ ２ ｝ は 、 上 記 円 筒 こ ろ ６ の 外 径 を ｄ と し
た 場 合 に 、 従 来 は ０ ． １ ｄ ～ ０ ． ４ ｄ 程 度 と し て い た 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 各 特 許 文 献 １ ～ ３ に 記 載 さ れ た 構 造 を 含 む 、 上 述 の 様 な 従 来 構 造 の 場 合
、 各 鍔 ８ 、 ８ の 内 側 面 １ ２ 、 １ ２ を 傾 斜 さ せ た り 、 こ れ ら 各 内 側 面 １ ２ 、 １ ２ を 曲 面 等 の
特 殊 な 形 状 と し た り す る 必 要 が あ る 。 又 、 各 円 筒 こ ろ ６ の 面 取 り 部 １ １ 、 １ １ や 端 面 １ ０
、 １ ０ を 球 面 と し た り 、 こ れ ら 各 円 筒 こ ろ ６ の 端 面 １ ０ 、 １ ０ と 上 記 各 鍔 ８ 、 ８ の 内 側 面
１ ２ 、 １ ２ と の 軸 方 向 隙 間 等 を 規 制 し た り す る 必 要 が あ る 。 こ の 様 に 何 れ の 場 合 も 、 上 記
各 鍔 や 各 円 筒 こ ろ ６ を 形 成 す る 際 の 加 工 工 程 が 増 え る 事 が 避 け ら れ ず 、 加 工 作 業 が
面 倒 に な っ て 、 製 造 コ ス ト が 嵩 む 可 能 性 が あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 尚 、 上 述 の 様 に 各 鍔 ８ ａ 、 ８ ａ の 高 さ ｈ を 従 来 構 造 に 比 べ て 大 き く す る 分 、 各 円 筒 こ ろ
６ を 転 動 自 在 に 保 持 す る 保 持 器 の 径 方 向 の 厚 さ を が あ る 。 こ の 場 合 に 、 こ
の 保 持 器 の 強 度 を 十 分 に 確 保 で き な い 場 合 に は 、 こ の 保 持 器 を 省 略 し て 、 保 持 器 を 持 た な
い 総 こ ろ 型 の 円 筒 こ ろ 軸 受 と す る 事 も で き る 。 こ の 様 な 場 合 に は 、 各 円 筒 こ ろ の う ち の 少
な く と も １ 個 （ 好 ま し く は 総 て ） の 円 筒 こ ろ を 、 セ ラ ミ ッ ク 製 と し た り 、 窒 化 鋼 製 と し た
り 、 転 動 面 に 窒 化 処 理 を 施 す 事 が 好 ま し い 。 こ の 様 に 構 成 す れ ば 、 円 筒 こ ろ の 組 み 込 み 本
数 を 多 く し て 剛 性 確 保 を 図 れ る と 共 に 、 こ れ ら 各 円 筒 こ ろ の 強 度 や 耐 摩 耗 性 、 耐 焼 き 付 き
性 を 確 保 し て 、 耐 久 性 や 信 頼 度 の 向 上 を 図 れ る 。 又 、 本 実 施 例 の 場 合 は 、 内 輪 ３ ａ に 鍔 ８
ａ 、 ８ ａ を 設 け た 構 造 に 本 発 明 を 適 用 し た 場 合 を 示 し て い る が 、 外 輪 に 鍔 を 設 け た 構 造 に
本 発 明 を 適 用 す る 事 も で き る 。 こ の 場 合 に は 、 各 鍔 の 外 輪 軌 道 か ら の 高 さ を ｈ と し 、 各 円
筒 こ ろ の 外 径 を ｄ と し 、 こ の 円 筒 こ ろ の 端 面 と 上 記 鍔 の 内 側 面 と が 当 接 し た 場 合 の こ れ ら
両 面 同 士 の 接 触 長 さ を ｂ と し 、 上 記 鍔 の 内 径 を ｓ と し た 場 合 に 、 ｛ ０ ． ５ ｄ － （ ｂ 2  ／ ４
ｓ ） ｝ ≦ ｈ ＜ ｄ と す る 。

(2) JP 2006-112568 A5 2007.11.22

小 さ く す る 必 要


	header
	written-amendment

